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被服学II　157

　目的　人の個紋と被軋0)色・柄・デダインとの関係において,看装効果が衷なることほ

観念的に知られている。本肝呪では個性(7) 要禾のノフr≫>る顔を取うより，屑･ s ■鼻･

ロ等(ﾌ)形態的絹子lご被暖cり瀬軋効果とq>関係を理倫的に明らヵヽにfることを目的とする。

　方法　本尊・短期丸学生222ゐを被験者V11, 昭和＼i年～SI年に撮影I r:顔写真を子

大に引き伸ばし, 肩■ n ■鼻・ロo,各長径・幅蓬・角度i聞蕎計7≫J I に。その資料を用い

て裸導偏差を求め，±3 ずにJt うS役階に類型化し基礎的v資料を作蔵I ;--.
　結果　／。頁・目・奪ei長径・幅径･ %度・平均値につい-f ( 馮･ 目は石) c

投影長) '.i4β0cni，屑幅は0.63amX゛あ仁眉頚を鬘決,とする眉o, り度uc.8ぴTあ，に

裂長は3,/∂。，眠開欠径ilO.98㎝｡'あ卜眼頭を巻ぷ｡とするﾖ（^角度μ/4./7°であ，に。
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　2.　屑■ 目ﾌ）左右差につヽヽT　c 凧恥Tll尨欠が肌伽，左.欠p<3L伽, 左も1司径は//丿,.

で｀あ卜i ns裂長ではち大が靫臨，左大力叩臨，左ち同径は/&＆であ-> r-. ？瓦塀長・

眼裂長のほかに胃幅・限開欠径にも左右差び認φらi＼nかご，々の差はわずβヽであ，に

　3. 今回は屑･ 回の類型化を試みるこi:' にし, 両渚の各左;& の相聞練紅を求めにところ

いずれも高良に肩息であ．n. iこf W ･ 恥ﾕもを扇いることi:し，各長仕■ 幅限m麟^

合か七によ1 分類をL に．なお単uる長径・幅径の^ で｀な<,上ク眉■下り屑なと誦度に

1 iもの, またH (i一隻目･ 二重S など視覚を併用I に類聚化t試みに．

　c－94 休格と衣服<t法r~関する息議調査(第3 報)

　　　　相娶が短K　　o中野橿^

　　　　京都セ大衆政　　大島万八栄了　ム名信子

　El 的　前帯卜石い^、導まと寄親£対象1' a e の体格や身体寸法^認繊と既製陵寸法ど

の関連l（フいで報告しre。今回ば既製服め不適合^ バ多く詞らぬた大きいサ/ ズ^利用J

のミ-frス£対象I'、身体寸'A ヒ衣服寸'A. Kつ1ヽ-r の息識調査£おこなった。同時に身体計

瓊｣£史施レ相e め休循め認繊妁相貨なうびに服種S'i ,都位別に既聚服め追合麦、JIS ヒ

T)関漣I' ついて調査t A'こなった。

　方城　|り6年川目～|q叩年A- 日にか･↑て、黙阪地方に在禄し、現在自脊め胸固寸法が85

c吋<よ<^)* ビ悲識し７いりi -Kス26へ53方, 163 名£対乖としr-ご。調査鴛施方法y.しr ば

質間紙綱査演I' ぶリ直楊記述方式でヽ剖答1 得尺。身体計則･3、身長,休重,御厠,個囲、

腰瓜め5 if 周め計測をおこμつ尺。

　結果　身体計測値ヒ現斤寸茲(自e め恩-ﾌて:い5)寸攻)ド£いて平均値では近い値を,f>

している居fSl X.慕貳大？く、現在寸蔵胸團'^o cm ^計測値は83 へ% cm r土約G cm <n系が｀あり

自乙寸域め認識･り不正磋ア球認めらA 右。

胴瀕と腰昶iでついて、帝新既製服表示寸法と針刺値と1比較し政結果、寸宏め大きいA. I

封書にしＲ本調査の回帰直牒と既製服寸茲ヒ<n 閤べ、胴回が大きくtj い晋t" べさ亀私球銚

めら水、厦禰に比べて胴副め八? い人ボ今い・

卜とズus めドaヅプ20 c坦以上, rjうV-' I'胸團qn 、巾0 めサイズの人球多く碍うﾒ n が、

こ水うめ血合する､TIS寸イズ｀IS 外あn らない。しかしにロッアバ大?くてもずヽん胴と認め

ていり人貳今く、寸宏め^て゛象鴫t^ れねいぷ仁スめ体型if)持戒､ﾀﾞ)尊系をノ訃ん乙ヽいる。




